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2003年度夏ヨルダン調査報告 

 田中範裕（修士課程1年） 
 
 私が参加させて頂いているヨルダン調査隊は、金沢大学

文学部・藤井純夫教授の指揮の下、ヨルダン南部のジャフ

ル al-Jafr 盆地を中心とした発掘を行っている（図 1）。

調査は1997年から開始され、今回で第7次を迎えた。第６

次調査までの第1期では、後期新石器時代および前期青銅

器時代の遺構が確認されているカア＝アブ＝トレイハ西

Qa’Abu Tulayha West 遺跡（以下 QATW）の調査を継続し

て行っていたが、本年度の春からは第2期に入りその周辺

の遺跡の調査を開始している。私は第6次から参加してお

り今年の春の調査を含めると今回が3回目の調査であった。 

図１ ジャフル盆地 

の修士論文のテーマであり、今後出土遺物の年代の研究や

回収した炭化物の年代測定の結果を通じてこの種の遺構の

正確な年代が判明すると思われる。 

 これまでの調査を通じて感じたことに、考古学の発掘、

特に海外調査においては現地の労働者と良好な関係を築く

ことが非常に重要であるということが挙げられる。実際、

そのような関係が築けていなければ、日程内に終わらせる

ことができなかったという場面もしばしばあった（それ以

上に調査中の面白みや言語の上達に欠けるとは思うが）。 

 本年度の調査は8月12日から10月11日にかけて行われ、

例年よりも少し期間が短かった。今回のメンバーは、藤井

純夫先生をはじめとして、松井みはる・田中範裕（金沢大

学大学院）、森合恵子（新潟大学）の４名であった。 

今回調査した遺跡は、Harra al-Burma Cairn Line 1、Wadi 

Burma Kite Site 2、Wadi Burma Cist Enclosure 1,2（以

下WBs-CE1,2）、Harra al-Sayyiyeh K-line 1の5遺跡で

ある。今回の主要な調査目的は、前期青銅器時代に当たる

QATWの第3層の円形遺構の正確な年代決定およびその位置

付けのために、形状が類似する周辺の遺構を調査し比較資

料を増やすということであった。特にWBs-CE1,2は、石室

cist、祭壇部platform、環状石列enclosureから成る径約

20mの遺構であり、QATWの比較例としても非常に興味深い

（写真１）。ヨルダンやイスラエルの同様の過去の調査例

では、銅石器時代とされているがその根拠は薄弱でありそ

の機能も解明されているとは言い難い。この種の遺構は私 

私はヨルダン調査に６年目から参加しているが、このよ

うな信頼関係を築くまでの過去の調査隊メンバーの苦労は

想像以上のものであったと思われる。過酷な環境の中で文

化の異なる人々との人間関係に気を配るということは非常

に難しいことではあるが、作業を円滑に進めるためには欠 

かすことの出来ないものであろう。私はこれまでの調査を

通じて、今後の自分にとって非常に貴重な経験を積むこと

が出来ました。 

最後になりましたが、今回の調査に参加する機会を与え 

てくださった藤井先生をはじめ、これまでのヨルダン調査 

に参加されてきた人々に感謝の意を表します。 
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写真１ WBn-CE2 全景②(W-E) 

 

 

モンゴル国における積石塚の発掘調査参加報告 

          柳生俊樹（博士課程１年） 

          高見哲士（修士課程１年） 

 
 この夏、我々は、高浜先生率いるモンゴル国における発

掘調査に参加する機会を得た。首都ウランバートルの北西

600km、フブスグル県ムルン市から西へ約20kmに位置する

オラーン・オーシグⅠにおける積石塚の発掘調査である（註

１）。 

 オラーン・オーシグIには、考古学の文献で「ヘレクス

ル」と呼ばれる積石塚と、特徴的な鹿文様を彫り込んだ「鹿

石」と称する立石が見られる。近年までの研究によって、

鹿石については、その年代も判明しつつある。しかしなが

ら、ヘレクスルは、科学的に発掘された例が少なく、年代

や、墓葬であるのか否かなど、性格についても不明な点が

多い（註２）。ヘレクスルと鹿石は隣り合うことが多く、

両者は無関係ではあるまい。ヘレクスルの年代や性格を知

るためにも、両者の関係を明確化することが、まず重要な

課題であろう。 

 ところで、ヘレクスルが墓葬であるとすれば、中央ユー

ラシア草原地帯における権力の発生を示すものとして注目

される。一般的に、強大な権力が形成されると、質・量的

に突出した墓葬が営まれる傾向がある。権力の発生は社会

経済的な発展の裏付けが必要であるが、草原地帯の場合に

は、それは騎馬遊牧文化の確立に関係していよう。騎馬遊

牧文化の形成史には不明な点が多いが、そこに新たな視座

を与えるためにも、積石塚の性格や年代を明らかにするこ

とが重要なのである。以上のような目的に添って、オラー

ン・オーシグIにおける調査が計画されたのである。 

 今年度の調査参加者は、以下の通りである。日本側が、

高浜先生をはじめ、林俊雄（創価大学文学部教授）、川又

正智（国士舘大学文学部教授）、松原隆治（星城大学経営

学部助教授）、畠山禎（横浜ユーラシア文化館学芸員）、

山田真弓（横浜市役所）の各氏と柳生・高見の8名。モン

ゴル側は、D. エルデネバータル（モンゴル科学アカデミー

歴史研究所）、J. ガントゥルガ（同考古学研究所）、B. ガ

ルバドゥラフ（ウランバートル大学）と、ウランバートル

大学の考古学専攻学生が10名、運転手のプレブスレン、食

事係の女性2名。総勢24名である。 

 冒頭に述べたように、オラーン・オーシグIは、モンゴ

ル国西部、フブスグル県の中心であるムルン市近郊に位置

する。ウランバートルからは、車で道無き道を二日がかり

である。道中、故障しないのが不思議なくらいのかなり強

引な運転で、その意味でも貴重な体験であった。 

  調査期間中、モンゴル側は遺跡の傍らに野営し、日本人

側はムルン市内のホテルに滞在した。そこから毎朝車で遺

跡に出かけていき、8 時過ぎから夕方 6 時まで作業。終了

後、夕食をとりホテルに戻る。それが我々の一日である。

 

写真１ 現場のゲル 

食事も、量が膨大で油っこいことを除けば、特に問題もな

くおいしくいただくことができた。スープと、羊肉と野菜

を煮込んだものに米飯を添えたものが定食である（写真２）。 

ちムルン市は、「県庁所在地」とは言え、小さな町である。

しかし、ホテルは町一番の繁華街（？）にあり非常に快適

であった。ただ、一階レストランで毎夜行われるダンスパ

ーティーの轟音には閉口した。そうは言っても、モンゴル

の夏は、こちらの予想に反してそれほど暑くなく、いや、

むしろ寒い日も多く、屋根と布団のある生活は非常にあり

がたかった。ときには、モンゴル人学生に、テントに泊ま

ることを勧められたが、丁重にお断りした（写真１）。 

 ちなみに、日本でジンギスカンと呼ばれる焼肉料理は、

モンゴルには存在しない。 

では、今年度の調査内容を簡単に紹介しよう。調査成果に

ついて詳しくは略報告が草原考古研究会のホームページ         

(http://faculty.web.waseda.ac.jp/yukis/framepage.htm

l)に掲載されているのでそちらを参照されたい。 

今回、対象とされたのは、オラーン・オーシグIの中でも

北側に位置する「1 号ヘレクスル」である。中央に墳丘、

その周囲には四隅に石堆を伴う方形の石囲いがめぐらされ
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